
【レポート】「東久留米・ホタルを呼び戻す会」の活動に参加しました！ 

公益財団法人 東京都公園協会では東京都が管理する河川において、河川環境保全を目的

とした清掃や調査、その他環境美化等の活動を行うボランティア団体に対して助成金を交

付しています（河川清掃等ボランティア団体助成）。今回、令和 7 年度の助成団体から「東

久留米・ホタルを呼び戻す会」の活動に参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「東久留米・ホタルを呼び戻す会」について 

東久留米市を流れる落合川・黒目川を中心に水辺環境美化を目的に約 40 年活動されている

ボランティア団体です。ここの河川も数十年前までは生活用水が流れ、汚染の酷い川でした。

当時、現在の中心メンバーたちは自身のお子さんが通う保育園のパパ友同士で、近所にある

氷川神社の宮司さんとの間で川の汚染の話が上がり、河川美化のボランティア活動がスタ

ートしました。会の活動と市民の努力、行政による下水道整備により、今では川底が見える

ほど澄んだ水に変貌し、湧水レベルも毎年 AA ランクとして認められており、都内で唯一、

環境省の「平成の名水 100 選」にも選ばれました。団体名にもあるホタルも少しずつ川に

戻ってきてくれているようです。現在の主な活動は毎月 2 回、いこいの水辺管理通路にて

清掃および樹木の管理と、第三土曜日には近所の子供たちに川遊びを体験しながら河川の

周囲に生息する生物や植物にも興味を持ってもらえるように「川塾」を開催しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 



■「川塾」へ参加 

池袋から 20 分ほど電車に揺られ、東久留米駅から徒歩 10 分。静かな自然の水が透き通る

落合川に到着します。いつもは集合場所の落合川いこいの広場に「川塾の旗」が立てられて

おりますが、本日は生憎の天候不良のため、開催の様子をうかがっておりました。残念なが

ら中止となってしまいましたが、それでも少数ながら子供たちも駆けつけてくれ大人が付

き添いの元、川にビニールボートを浮かべて楽しんでおりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

川塾中止のため、「東久留米・ホタルを呼び戻す会」会長の菅谷様より落合川と湧水地を案

内していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

途中、秋を知らせる曼殊沙華（彼岸花）が所々に咲いており、たくさんのカルガモが水辺で

戯れておりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

川底には絶滅危惧種のナガエミクリがたくさん生えており、川原には準絶滅危惧種のタコ

ノアシが咲いています。 



南沢山道を登り中腹に谷頭型湧水と言われる湧水池があり、ここに金魚が２匹泳いでいま

した。勝手に放流してしまった人がいるようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川沿いの道に茂る木々の剪定も既に会員の皆様によって済まされておりました。 

木々の中に実ったクルミを発見！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

助成金で購入した脚立や剪定バサミ・ノコギリ等。今年度は台車を購入予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



最近は、土日の朝に近所の子供たちがゴミ拾い、7 月には 80 名ほどの高校生も清掃活動に

参加してくれたこともあり、地域全体で水辺環境美化に対する意識は高まっているようで

すが、それでも団体の若返りは大きな課題であり、若いマンパワー不足はどこも同じようで

す。 

今回の視察にて、都心から 30 分でここまで綺麗に保たれている河川が存在することにとて

も感動しました。この活動は決して容易なことではなかったと思います。会員様たちの継続

的な努力が地域・行政を動かし、今では川遊びが出来るほど水質が改善し、貴重な植物が茂

る都内でも大変自然豊かな場所へと蘇りました。これからも綺麗な河川を保てるように 1 人

1 人がゴミを捨てないなど当たり前の行動は勿論ですが、川塾で学んだ子供たちが大人にな

った時に今度は教える存在になってもらえると嬉しいですね。 

 

この日に落合川で採れた魚 東久留米・ホタルを呼び戻す会 

菅谷輝美会長 


